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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第91期

第３四半期連結
累計期間

第92期
第３四半期連結
累計期間

第91期
第３四半期連結
会計期間

第92期
第３四半期連結
会計期間

第91期

会計期間

自　平成20年
４月１日

至　平成20年
12月31日

自　平成21年
４月１日

至　平成21年
12月31日

自　平成20年
10月１日

至　平成20年
12月31日

自　平成21年
10月１日

至　平成21年
12月31日

自　平成20年
４月１日

至　平成21年
３月31日

売上高（百万円） 835,078 510,799267,564　 175,305　 1,034,301

経常利益（百万円） 6,964 3,076 2,055　 1,276　 6,882

四半期（当期）純利益（百万円） 3,758 1,646 834　 774　 2,707

純資産額（百万円） －　 －　 22,621 21,985 20,481

総資産額（百万円） －　 －　 276,575 196,992 216,873

１株当たり純資産額（円） －　 －　 235.53 228.82 212.34

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
42.44 18.59 9.42　 8.74　 30.57

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） －　 －　 7.5 10.3 8.7

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
6,472　 3,604　 －　 －　 1,213

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△999　 1,017　 －　 －　 △1,666

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
500　 △3,051　 －　 －　 5,599

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
－　 －　 11,725　 12,305　 10,559

従業員数（人）

[外、平均臨時雇用者数]（人）
－　 －　

939　

[97]

949　

[90]

928

[86]

（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

３．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。 
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２【事業の内容】

　当社グループ（当社及び当社の関係会社）は、当社、子会社23社及び関連会社14社で構成され、商社としての当社を

中核に、国内及び海外における鉄鋼・非鉄金属・機械等を主体とした各種商品の国内取引及び輸出入を主たる業務と

し、更に関連商品の製造、情報等のサービスの提供、先端技術分野への事業投資を行う等多角的な事業活動を展開して

おります。

当社グループの主要取扱品目と事業の種類別セグメントの関連は次のとおりであります。　

　また、次の６部門は、「第５．経理の状況　１．四半期連結財務諸表」に掲げる事業の種類別セグメント情報の区分

と同一であります。

（鉄鋼）

　当部門においては、銑鉄、鉄鋼半成品、普通鋼鋼材、特殊鋼鋼材、鉄鋼二次・三次製品、建材加工製品、チタン製品、鉄

粉、鋳鍛鋼等を取り扱っております。

［主な関係会社］

神商鉄鋼販売㈱、大阪精工㈱、VSC Shinsho Co.,Ltd.

（鉄鋼原料）

　当部門においては、鉄鉱石、石炭、コークス、鉄スクラップ、還元鉄（ＨＢＩ）、合金鉄、製銑・製鋼用副原料、チタン

スポンジ、石油製品、スラグ製品、化成品等を取り扱っております。

［主な関係会社］

Shinsho Australia Pty.Ltd.

（非鉄金属）

　当部門においては、銅製品、アルミ製品、非鉄金属地金・屑、銅・アルミ加工品、アルミ・マグネシウム鋳鍛造品等

を取り扱っております。

［主な関係会社］

神商非鉄㈱、Shinsho (Philippines) Corporation、蘇州神商金属有限公司

（機械・情報）

　当部門においては、小型蒸気発電機・環境エネルギー関連機器、化学・食品機械、鉄鋼・非鉄金属関連機器、一般産

業機器、電子・情報機器等を取り扱っております。

［主な関係会社］

アジア化工㈱、システム精工㈱

（溶材）

　当部門においては、溶接材料、溶接機、溶接関連設備、高圧ガス容器、各種加工原料、脱臭触媒等を取り扱っておりま

す。

［主な関係会社］

神商コウベウエルディング㈱

（その他事業）

　当部門においては、不動産の賃貸等を取り扱っております。

［主な関係会社］

神商開発㈱ 
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３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数（人） 949 [90]

（注）　従業員数は、就業人員数（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向

者を含む。）であり、臨時雇用者数（人材会社からの派遣社員を含む。）は、当第３四半期連結会計期間の平均人

員を[　]内に外数で記載しております。

(2）提出会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数（人） 436 [78]

（注）　従業員数は、就業人員数（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であり、臨時雇用者

数（人材会社からの派遣社員を含む。）は、当第３四半期会計期間の平均人員を[　]内に外数で記載しておりま

す。
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第２【事業の状況】

１【販売の状況】

販売の状況につきましては、「４．財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析」における各事業の種

類別セグメントの業績に関連付けて示しております。なお、主要な相手先別販売実績及び総販売実績に対する割合は、次

のとおりであります。

相手先

前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

金額（百万円） 割合（％） 金額（百万円） 割合（％）

㈱神戸製鋼所 118,289 44.2 58,900 33.6

（注）本表の金額には、消費税等は含まれておりません。 

２【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前連結会計年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 (1）経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、輸出・生産に持ち直しの動きがみられ、緩やかな回復基調に

転じつつあるものの、企業収益や雇用・所得環境は依然として厳しい状況が続いており、設備投資・個人消費も低

迷し、先行き不透明な状況で推移しました。　

　この結果、第３四半期連結会計期間における売上高は175,305百万円（前年同四半期比34.5％減）、営業利益は

1,720百万円（同21.0％減）、経常利益は1,276百万円（同37.9％減）、四半期純利益は774百万円（同7.2％減）と

なりました。

　事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

①　鉄鋼

線材製品は自動車業界向け需要が回復しつつありますが、鋼板製品は建設機械業界向けなどの需要減少や市況

下落により取扱いが減少しました。また、チタン・ステンレス製品も設備投資の低迷等の要因により取扱いが減

少しました。

この結果、売上高は55,639百万円（前年同四半期比29.0％減）、営業利益は688百万円（同36.5％減）となりま

した。

②　鉄鋼原料

株式会社神戸製鋼所向け輸入鉄鋼原料の取扱いは、価格下落の影響もあり大幅に減少しました。また冷鉄源も

電炉メーカーの大幅減産による需要減少により取扱いは大幅に減少しました。

この結果、売上高は53,252百万円（前年同四半期比53.8％減）、営業利益は497百万円（同18.5％増）となりま

した。

③　非鉄金属

銅製品は銅地金相場が緩やかに上昇したものの、半導体素材、自動車向け端子コネクター用銅板条や空調向け

銅管の取扱いが減少し、アルミ製品も空調向けアルミ板条、自動車、車両向け押出材の取扱いが減少しました。ま

た、非鉄原料も銅屑・アルミ屑の取扱いが減少しました。

この結果、売上高は38,087百万円（前年同四半期比9.5％減）、営業利益は133百万円（前年同四半期15百万円

の営業損失）となりました。

④　機械・情報

機械製品は海外向けプラント機器が増加しましたが、国内設備投資の低迷により情報産業関連商品は液晶用電

子材料やハードディスク関連装置の取扱いが減少しました。

この結果、売上高は18,310百万円（前年同四半期比12.1％増）、営業利益は249百万円（同3.2％増）となりま

した。

⑤　溶材

溶接材料は主要需要家である造船、化工機業界向けの取扱いは引き続き堅調に推移しましたが、建設機械、建築

・鉄骨業界向け及び海外プラント向け需要が減少したことにより取扱いが減少しました。また、生産材料も溶接

材料の減産により取扱いが減少しました。

この結果、売上高は9,963百万円（前年同四半期比34.6％減）、営業利益は131百万円（同68.3％減）となりま

した。

　所在地別セグメントの業績は次のとおりであります。

①　日本

　売上高は168,395百万円（前年同四半期比33.8％減）、営業利益は1,385百万円（同21.0％減）となりました。

②　その他の地域

　売上高は12,720百万円（前年同四半期比38.9％減）、営業利益は308百万円（同36.4％減）となりました。
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(2）財政状態の分析

（総資産）

当第３四半期連結会計期間末における総資産は196,992百万円となり、前連結会計年度末比19,880百万円減少

しました。これは、主に前払金と商品及び製品の減少によるものであります。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末における負債合計は175,006百万円となり、前連結会計年度末比21,385百万円減

少しました。これは、主に支払手形及び買掛金の減少によるものです。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産は21,985百万円となり、前連結会計年度末比1,504百万円増加し

ました。これは、主に利益剰余金の増加により株主資本が増加したことによるものであります。

(3）キャッシュ・フローの状況の分析

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、第２四半期連結会計期

間末に比べ、5,572百万円減少し12,305百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結会計期間における営業活動による資金の減少は4,631百万円となり、前年同四半期比4,796百

万円の減少となりました。これは、売上債権の増加が主たる要因であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結会計期間における投資活動による資金の増加は602百万円となり、前年同四半期比1,306百万

年の増加となりました。これは、有形固定資産の売却による収入が主たる要因であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結会計期間における財務活動による資金の減少は1,417百万円となり、前年同四半期比2,032百

万円の減少となりました。これは、短期借入金の返済による支出が主たる要因であります。

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

(5）研究開発活動

該当事項はありません。 
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、設備の新設、除却等の計画はありません。

EDINET提出書類

神鋼商事株式会社(E02522)

四半期報告書

 8/35



第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 270,000,000

計 270,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成21年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年２月12日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 88,605,625 88,605,625

東京証券取引所

（市場第一部）

大阪証券取引所

（市場第一部）

単元株式数1,000株

計 88,605,625 88,605,625 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。 　

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数
（千株）

発行済株式総数
残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成21年10月１日～

平成21年12月31日
－ 88,605 － 5,650 － 2,703

（５）【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。 
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（６）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況につきましては、実質株主が把握できず、記載する事ができま

せんので、直前の基準日である平成21年９月30日現在の株主名簿により記載しております。 

①【発行済株式】 

  平成21年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）

普通株式 29,000
－

「（１）株式の総数②発行

済株式」に記載のとおり（相互保有株式）

普通株式 25,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 88,431,000 88,431 同上

単元未満株式 普通株式 120,625 － 同上

発行済株式総数 　 88,605,625 － －

総株主の議決権 － 88,431 －

（注）１．「完全議決権株式（その他）」欄には証券保管振替機構名義の株式が4,000株含まれております。また、「議決

権の数」欄に、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数４個が含まれております。

２．単元未満株式には、当社所有の自己株式307株が含まれております。

②【自己株式等】

 平成21年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数割合（％）

（自己保有株式）      

神鋼商事㈱ 大阪市中央区北浜２丁目６－18 29,000 － 29,000 0.03

（相互保有株式）      

大阪精工㈱ 東大阪市中石切町５丁目７－59 20,000 － 20,000 0.02

日本スタッドウェル

ディング㈱
川崎市川崎区小田１丁目２－６ 5,000 － 5,000 0.01

計  54,000 － 54,000 0.06
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 179 170 185 168 195 181 171 156 157

最低（円） 144 151 159 143 159 155 146 132 139

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から

平成21年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半

期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、あずさ監査法

人による四半期レビューを受けております。 
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 12,306 10,851

受取手形及び売掛金 ※5
 132,777 130,828

商品及び製品 15,715 25,042

仕掛品 364 424

原材料及び貯蔵品 224 488

前払金 7,630 14,988

繰延税金資産 562 834

その他 2,614 6,848

貸倒引当金 △476 △504

流動資産合計 171,718 189,802

固定資産

有形固定資産 ※1
 4,756

※1
 5,741

無形固定資産 467 597

投資その他の資産

その他 20,827 21,626

貸倒引当金 △777 △894

投資その他の資産合計 20,050 20,732

固定資産合計 25,274 27,071

資産合計 196,992 216,873

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※5
 115,507 124,003

短期借入金 26,481 28,519

コマーシャル・ペーパー － 2,000

未払法人税等 557 1,363

賞与引当金 324 675

その他 13,191 21,925

流動負債合計 156,061 178,487

固定負債

長期借入金 17,644 16,422

退職給付引当金 248 223

役員退職慰労引当金 33 28

その他 1,019 1,229

固定負債合計 18,945 17,904

負債合計 175,006 196,391
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 5,650 5,650

資本剰余金 2,703 2,703

利益剰余金 14,890 13,421

自己株式 △16 △15

株主資本合計 23,228 21,759

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △380 △373

繰延ヘッジ損益 △14 △8

為替換算調整勘定 △2,569 △2,573

評価・換算差額等合計 △2,965 △2,955

少数株主持分 1,722 1,677

純資産合計 21,985 20,481

負債純資産合計 196,992 216,873
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高 835,078 510,799

売上原価 816,233 496,620

売上総利益 18,844 14,178

販売費及び一般管理費 ※
 11,511

※
 10,047

営業利益 7,333 4,131

営業外収益

受取利息 1,042 65

受取配当金 384 416

デリバティブ評価益 － 14

持分法による投資利益 599 －

雑収入 923 488

営業外収益合計 2,948 984

営業外費用

支払利息 540 457

売掛債権譲渡損 1,728 1,043

持分法による投資損失 － 183

雑損失 1,047 356

営業外費用合計 3,317 2,039

経常利益 6,964 3,076

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 11

投資有価証券売却益 4 69

特別利益合計 4 80

特別損失

減損損失 － 177

固定資産除売却損 － 21

投資有価証券評価損 727 4

会員権売却損 4 －

会員権評価損 14 3

特別損失合計 747 206

税金等調整前四半期純利益 6,222 2,950

法人税、住民税及び事業税 1,985 814

法人税等調整額 406 420

法人税等合計 2,392 1,234

少数株主利益 71 69

四半期純利益 3,758 1,646
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高 267,564 175,305

売上原価 261,633 170,171

売上総利益 5,931 5,133

販売費及び一般管理費 ※
 3,753

※
 3,413

営業利益 2,177 1,720

営業外収益

受取利息 561 10

受取配当金 126 93

持分法による投資利益 292 －

為替差益 － 241

雑収入 339 162

営業外収益合計 1,319 507

営業外費用

支払利息 160 152

売掛債権譲渡損 617 327

デリバティブ評価損 － 282

持分法による投資損失 － 16

雑損失 663 172

営業外費用合計 1,441 951

経常利益 2,055 1,276

特別利益

投資有価証券売却益 4 －

特別利益合計 4 －

特別損失

固定資産除売却損 － 0

投資有価証券売却損 － 1

投資有価証券評価損 675 4

会員権売却損 1 －

会員権評価損 8 0

特別損失合計 685 6

税金等調整前四半期純利益 1,374 1,270

法人税、住民税及び事業税 198 356

法人税等調整額 304 108

法人税等合計 503 464

少数株主利益 37 31

四半期純利益 834 774
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 6,222 2,950

減価償却費 514 515

減損損失 － 177

各種引当金の増減額（△は減少） △253 △466

受取利息及び受取配当金 △1,426 △481

支払利息 540 457

持分法による投資損益（△は益） △599 183

固定資産除売却損益（△は益） － 21

投資有価証券売却損益（△は益） － △69

投資有価証券評価損益（△は益） 727 4

会員権売却損益（△は益） 4 －

会員権評価損 14 3

売上債権の増減額（△は増加） △3,869 △1,888

たな卸資産の増減額（△は増加） △6,488 9,790

仕入債務の増減額（△は減少） 9,680 △8,364

未収入金の増減額（△は増加） 1,101 1,460

その他 3,026 522

小計 9,192 4,815

利息及び配当金の受取額 811 684

利息の支払額 △449 △379

法人税等の支払額 △3,081 △1,515

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,472 3,604

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △975 △302

有形固定資産の売却による収入 96 760

投資有価証券の取得による支出 △117 △88

投資有価証券の売却による収入 30 160

関係会社株式の取得による支出 △448 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る収入

362 －

短期貸付けによる支出 △7 △2

短期貸付金の回収による収入 111 2

長期貸付けによる支出 △300 △1

長期貸付金の回収による収入 345 274

その他 △96 215

投資活動によるキャッシュ・フロー △999 1,017
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △3,250 △2,209

コマーシャル・ペーパーの純増減額（△は減
少）

－ △2,000

長期借入れによる収入 5,000 2,830

長期借入金の返済による支出 △570 △1,473

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △0 △8

配当金の支払額 △664 △177

少数株主への配当金の支払額 － △12

その他 △13 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー 500 △3,051

現金及び現金同等物に係る換算差額 △487 57

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 5,486 1,627

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 117

現金及び現金同等物の期首残高 6,238 10,559

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 11,725

※
 12,305

EDINET提出書類

神鋼商事株式会社(E02522)

四半期報告書

18/35



【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１．連結の範囲に関する

事項の変更

(1)連結範囲の変更

　Shinsho Europe GmbH は前連結会計年度に設立しましたが、第１四半期連結会計期間に

おいて事業を開始したため、連結の範囲に含めることとしました。

(2)変更後の連結子会社の数

　22社

２．持分法の適用に関する

事項の変更

(1)持分法適用関連会社の変更

　神鋼特殊鋼線（平湖）有限公司は前連結会計年度に設立しましたが、当第３四半期連結

会計期間において事業を開始したため、持分法適用の範囲に含めることとしました。

(2)変更後の持分法適用関連会社の数

　12社 

３．会計処理基準に関する

事項の変更

完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更

請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりました

が、「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号　平成19年12月27日）及び「工

事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号　平成19年12月27

日）を第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半期連結会計期間に着手した工事契約

から、当第３四半期連結会計期間末までの進捗部分について、成果の確実性が認められる

工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事に

ついては工事完成基準を適用しております。

　これによる売上高、売上総利益、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与

える影響はありません。

 

【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

（四半期連結損益計算書）

前第３四半期連結累計期間において、営業外収益の「雑収入」に含めて表示しておりました「デリバティブ評価

益」は、重要性が増したため、当第３四半期連結累計期間では区分掲記することとしました。なお、前第３四半期連結累

計期間の営業外収益の「雑収入」に含まれる「デリバティブ評価益」は357百万円であります。　

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

（四半期連結損益計算書）

当第３四半期連結会計期間において「為替差益」が営業外収益総額の100分の20を超えたため、区分掲記することと

しました。なお、前第３四半期連結会計期間においては「為替差損」480百万円を営業外損失の「雑損失」に含めて記

載しております。

当第３四半期連結会計期間において「デリバティブ評価損」の重要性が増したため、区分掲記することとしました。

なお、前第３四半期連結会計期間においては「デリバティブ評価益」174百万円を営業外収益の「雑収入」に含めて記

載しております。
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【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１．一般債権の貸倒見積高

の算定方法

当社は当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が、第２四半期連結会計期間末に算

定したものと著しい変化がないと認められるため、第２四半期連結会計期間末の貸倒実績

率等を使用しております。

また、一部の連結子会社においては前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がな

いと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定して

おります。

２．棚卸資産の評価方法 当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略して前連結会

計年度末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。

３．法人税等並びに繰延税

金資産及び繰延税金負債

の算定方法

法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法について、当社は原則的な方

法によっております。但し、一部の関係会社においては、法人税等の納付税額の算定に関し

ては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法によっております。

また、繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度以降に経営環境等、

一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使

用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。

４．固定資産の減価償却費

の算定方法

減価償却費の計算において定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る

減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっております。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

税金費用の計算 法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法について、当社は原則的な方

法によっております。但し、一部の関係会社においては、当第３四半期連結会計期間を含む

連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積

り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法によっております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

※１　固定資産の減価償却累計額　 ※１　固定資産の減価償却累計額　

有形固定資産の減価償却累計額 4,352百万円 有形固定資産の減価償却累計額 4,213百万円

　２　保証債務

　連結子会社以外の会社の金融機関等からの借入に対

し、債務保証を行っております。

　２　保証債務

　連結子会社以外の会社の金融機関等からの借入に対

し、債務保証を行っております。

神鋼特殊鋼線（平湖）有限公司 310百万円

VSC Shinsho Co.,ltd.138百万円

Hexas Precision Technologies Corp.70百万円

Shinsho K'Mac Precision Parts
(Shanghai) Co.,Ltd.

40百万円

Futaba JTW (Thailand) Ltd.　15百万円

計 575百万円

神鋼特殊鋼線（平湖）有限公司 275百万円

KSサミットスチール㈱ 210百万円

VSC Shinsho Co.,ltd.147百万円

Hexas Precision Technologies Corp.104百万円

Shinsho K'Mac Precision Parts
(Shanghai) Co.,Ltd.　他３件

80百万円

計 818百万円

　３　債権流動化による買戻条件付受取手形譲渡に伴う買戻

し義務が1,314百万円あります。

　３　債権流動化による買戻条件付受取手形譲渡に伴う買戻

し義務が1,765百万円あります。

　４　手形割引及び裏書譲渡高 　４　手形割引及び裏書譲渡高

輸出手形割引高 292百万円 輸出手形割引高 238百万円

※５　連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手

形交換日をもって決済処理しております。

 　　　なお、当第３四半期連結会計期間の末日が金融機関の

休日であったため、連結会計期間末日満期手形が受取

手形及び支払手形の残高に次のとおり含まれておりま

す。

５　　　　　　　──────────

受取手形 1,138百万円

支払手形 1,271百万円
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（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

貸倒引当金繰入額 310百万円

従業員給料諸手当 4,097百万円

賞与引当金繰入額 482百万円

退職給付費用 272百万円

役員退職慰労引当金繰入額 19百万円

減価償却費 286百万円

賃借料 1,156百万円

従業員給料諸手当 3,002百万円

賞与引当金繰入額 324百万円

退職給付費用 401百万円

役員退職慰労引当金繰入額 4百万円

減価償却費 274百万円

前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

貸倒引当金繰入額 △12百万円

従業員給料諸手当 1,089百万円

賞与引当金繰入額 482百万円

退職給付費用 75百万円

役員退職慰労引当金繰入額 1百万円

減価償却費 97百万円

賃借料 383百万円

貸倒引当金繰入額 51百万円

従業員給料諸手当 981百万円

賞与引当金繰入額 324百万円

退職給付費用 123百万円

役員退職慰労引当金繰入額 1百万円

減価償却費 94百万円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 11,735百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △10百万円

現金及び現金同等物 11,725百万円

 

現金及び預金勘定 12,306百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △1百万円

現金及び現金同等物 12,305百万円
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（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　

平成21年12月31日）

１．発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末
（千株）

普通株式 88,605

２．自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末
（千株）

普通株式 49

３．配当に関する事項

(1）配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日

平成21年５月22日

取締役会
普通株式 利益剰余金 177 2.00平成21年３月31日平成21年６月９日

(2）基準日が当連結会計年度の開始の日から当第３四半期連結会計期間末に属する配当のうち、配当の効力発

生日が当第３四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　該当事項はありません。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

 
鉄鋼

（百万円）
鉄鋼原料
（百万円）

非鉄金属
（百万円）

機械・情報
（百万円）

溶材
（百万円）

その他事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社

（百万円）

連結
（百万円）

売上高          

(1）外部顧客に対

する売上高
78,378115,34342,09616,33915,235 170267,564 － 267,564

(2）セグメント間

の内部売上高

又は振替高

－ － 0 － － 3 3 △3 －

計 78,378115,34342,09616,33915,235 173267,568△3 267,564

営業費用 77,294114,92442,11216,09714,822 138265,390△3 265,387

営業利益又は営業損

失（△）
1,083 419 △15 241 412 35 2,177 0 2,177

（注）１．製品の種類、性質、製造方法、販売方法等の類似性、損益集計区分及び関連資産等に照らし、事業区分を行ってお

ります。

２．各事業の主な取扱品目

(1）鉄鋼………………銑鉄、鉄鋼半成品、普通鋼鋼材、特殊鋼鋼材、鉄鋼二次・三次製品、建材加工製品、チタン製

品、鉄粉、鋳鍛鋼

(2）鉄鋼原料…………鉄鉱石、石炭、コークス、鉄スクラップ、還元鉄（ＨＢＩ）、合金鉄、製銑・製鋼用副原料、チ

タンスポンジ、石油製品、スラグ製品、化成品

(3）非鉄金属…………銅製品、アルミ製品、非鉄金属地金・屑、銅・アルミ加工品、アルミ・マグネシウム鋳鍛造

品

(4）機械・情報………産業機械、化学機械、製鉄機械、環境装置、省エネ設備、コンプレッサー、小型蒸気発電機、液

晶用特殊合金、ＨＤ製造関連装置及び部材、半導体受託検査・組立

(5）溶材………………溶接材料、溶接機、溶接関連設備、高圧ガス容器、各種加工原料、脱臭触媒・乾式除湿機

(6）その他事業………不動産の賃貸・仲介業

３．事業区分の変更

前連結会計年度まで、鉄鋼原料事業は鉄鋼事業に含めて表示しておりましたが、当該事業の売上高が増加し、

重要性が増したため、第１四半期連結会計期間より区分表示することといたしました。

当第３四半期連結会計期間では、従来の方法と比較して、「鉄鋼」の売上高は、115,343百万円減少し、営業利

益は、419百万円減少しており、「鉄鋼原料」については、それぞれ同額増加しております。

また、第１四半期連結会計期間より、一部の海外子会社において損益集計を各事業に区分して行うこととい

たしました。

当第３四半期連結会計期間では、従来の方法と比較して、売上高は「鉄鋼」で2,299百万円増加、「非鉄金

属」で3,247百万円減少、「機械・情報」で1,039百万円減少、「溶材」で1,986百万円増加し、営業利益は「鉄

鋼」で85百万円増加、「非鉄金属」で110百万円減少、「機械・情報」で52百万円減少、「溶材」で78百万円増

加しております。
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当第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

 
鉄鋼

（百万円）
鉄鋼原料
（百万円）

非鉄金属
（百万円）

機械・情報
（百万円）

溶材
（百万円）

その他事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社

（百万円）

連結
（百万円）

売上高          

(1）外部顧客に対

する売上高
55,63953,25238,08718,3109,963 50 175,305 － 175,305

(2）セグメント間

の内部売上高

又は振替高

－ － 0 － － 2 2 △2 －

計 55,63953,25238,08718,3109,963 52 175,307△2 175,305

営業費用 54,95152,75537,95418,0609,832 32 173,586△2 173,584

営業利益 688 497 133 249 131 20 1,720 － 1,720

（注）１．製品の種類、性質、製造方法、販売方法等の類似性、損益集計区分及び関連資産等に照らし、事業区分を行ってお

ります。

２．各事業の主な取扱品目

(1）鉄鋼………………銑鉄、鉄鋼半成品、普通鋼鋼材、特殊鋼鋼材、鉄鋼二次・三次製品、建材加工製品、チタン製

品、鉄粉、鋳鍛鋼

(2）鉄鋼原料…………鉄鉱石、石炭、コークス、鉄スクラップ、還元鉄（ＨＢＩ）、合金鉄、製銑・製鋼用副原料、チ

タンスポンジ、石油製品、スラグ製品、化成品

(3）非鉄金属…………銅製品、アルミ製品、非鉄金属地金・屑、銅・アルミ加工品、アルミ・マグネシウム鋳鍛造

品

(4）機械・情報………小型蒸気発電機・環境エネルギー関連機器、化学・食品機械、鉄鋼・非鉄金属関連機器、一

般産業機器、電子・情報機器

(5）溶材………………溶接材料、溶接機、溶接関連設備、高圧ガス容器、各種加工原料、脱臭触媒

(6）その他事業………不動産の賃貸
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前第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

 
鉄鋼

（百万円）
鉄鋼原料
（百万円）

非鉄金属
（百万円）

機械・情報
（百万円）

溶材
（百万円）

その他事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社

（百万円）

連結
（百万円）

売上高          

(1）外部顧客に対

する売上高
244,688324,315156,23565,35843,971 509835,078 － 835,078

(2）セグメント間

の内部売上高

又は振替高

－ － 2 － － 10 13 △13 －

計 244,688324,315156,23865,35843,971 519835,091△13 835,078

営業費用 241,174323,048155,63664,55642,917 425827,758△13 827,745

営業利益 3,5131,266 602 801 1,054 93 7,333 0 7,333

（注）１．製品の種類、性質、製造方法、販売方法等の類似性、損益集計区分及び関連資産等に照らし、事業区分を行ってお

ります。

２．各事業の主な取扱品目

(1）鉄鋼………………銑鉄、鉄鋼半成品、普通鋼鋼材、特殊鋼鋼材、鉄鋼二次・三次製品、建材加工製品、チタン製

品、鉄粉、鋳鍛鋼

(2）鉄鋼原料…………鉄鉱石、石炭、コークス、鉄スクラップ、還元鉄（ＨＢＩ）、合金鉄、製銑・製鋼用副原料、チ

タンスポンジ、石油製品、スラグ製品、化成品

(3）非鉄金属…………銅製品、アルミ製品、非鉄金属地金・屑、銅・アルミ加工品、アルミ・マグネシウム鋳鍛造

品

(4）機械・情報………産業機械、化学機械、製鉄機械、環境装置、省エネ設備、コンプレッサー、小型蒸気発電機、液

晶用特殊合金、ＨＤ製造関連装置及び部材、半導体受託検査・組立

(5）溶材………………溶接材料、溶接機、溶接関連設備、高圧ガス容器、各種加工原料、脱臭触媒・乾式除湿機

(6）その他事業………不動産の賃貸・仲介業

３．事業区分の変更

前連結会計年度まで、鉄鋼原料事業は鉄鋼事業に含めて表示しておりましたが、当該事業の売上高が増加し、

重要性が増したため、第１四半期連結会計期間より区分表示することといたしました。

当第３四半期連結累計期間では、従来の方法と比較して、「鉄鋼」の売上高は、324,315百万円減少し、営業利

益は、1,266百万円減少しており、「鉄鋼原料」については、それぞれ同額増加しております。

また、第１四半期連結会計期間より、一部の海外子会社において損益集計を各事業に区分して行うこととい

たしました。

当第３四半期連結累計期間では、従来の方法と比較して、売上高は「鉄鋼」で6,465百万円増加、「非鉄金

属」で9,780百万円減少、「機械・情報」で2,319百万円減少、「溶材」で5,634百万円増加し、営業利益は「鉄

鋼」で247百万円増加、「非鉄金属」で431百万円減少、「機械・情報」で89百万円減少、「溶材」で273百万円

増加しております。
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当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

 
鉄鋼

（百万円）
鉄鋼原料
（百万円）

非鉄金属
（百万円）

機械・情報
（百万円）

溶材
（百万円）

その他事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社

（百万円）

連結
（百万円）

売上高          

(1）外部顧客に対

する売上高
157,020181,50497,39944,19930,366 308510,799 － 510,799

(2）セグメント間

の内部売上高

又は振替高

－ － 0 － － 7 7 △7 －

計 157,020181,50497,40044,19930,366 315510,806△7 510,799

営業費用 155,723180,00697,07143,76129,864 248506,675△7 506,667

営業利益 1,2971,498 328 438 501 67 4,131 △0 4,131

（注）１．製品の種類、性質、製造方法、販売方法等の類似性、損益集計区分及び関連資産等に照らし、事業区分を行ってお

ります。

２．各事業の主な取扱品目

(1）鉄鋼………………銑鉄、鉄鋼半成品、普通鋼鋼材、特殊鋼鋼材、鉄鋼二次・三次製品、建材加工製品、チタン製

品、鉄粉、鋳鍛鋼

(2）鉄鋼原料…………鉄鉱石、石炭、コークス、鉄スクラップ、還元鉄（ＨＢＩ）、合金鉄、製銑・製鋼用副原料、チ

タンスポンジ、石油製品、スラグ製品、化成品

(3）非鉄金属…………銅製品、アルミ製品、非鉄金属地金・屑、銅・アルミ加工品、アルミ・マグネシウム鋳鍛造

品

(4）機械・情報………小型蒸気発電機・環境エネルギー関連機器、化学・食品機械、鉄鋼・非鉄金属関連機器、一

般産業機器、電子・情報機器

(5）溶材………………溶接材料、溶接機、溶接関連設備、高圧ガス容器、各種加工原料、脱臭触媒

(6）その他事業………不動産の賃貸
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【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

 
日本

（百万円）
その他の地域
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 248,167 19,397 267,564 － 267,564

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高
6,356 1,405 7,761 △7,761 －

計 254,523 20,802 275,325 △7,761 267,564

営業費用 252,770 20,318 273,088 △7,701 265,387

営業利益 1,752 484 2,237 △60 2,177

（注）１．国又は地域の区分は、主な国又は地域のそれぞれに属する売上高及び資産の金額がいずれも少額のため、その

他の地域で一括して記載しております。

２．その他の地域に属する主な国又は地域

アメリカ、タイ、シンガポール、マレーシア、中国

当第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

 
日本

（百万円）
その他の地域
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 163,157 12,147 175,305 － 175,305

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高
5,237 572 5,810 △5,810 －

計 168,395 12,720 181,115 △5,810 175,305

営業費用 167,010 12,412 179,422 △5,837 173,584

営業利益 1,385 308 1,693 27 1,720

（注）１．国又は地域の区分は、主な国又は地域のそれぞれに属する売上高及び資産の金額がいずれも少額のため、その

他の地域で一括して記載しております。

２．その他の地域に属する主な国又は地域

アメリカ、タイ、シンガポール、マレーシア、中国
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前第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

 
日本

（百万円）
その他の地域
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 780,021 55,056 835,078 － 835,078

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高
23,689 4,399 28,088 △28,088 －

計 803,710 59,456 863,167△28,088 835,078

営業費用 797,598 58,238 855,836△28,091 827,745

営業利益 6,112 1,218 7,330 2 7,333

（注）１．国又は地域の区分は、主な国又は地域のそれぞれに属する売上高及び資産の金額がいずれも少額のため、その

他の地域で一括して記載しております。

２．その他の地域に属する主な国又は地域

アメリカ、タイ、シンガポール、マレーシア、中国

当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

 
日本

（百万円）
その他の地域
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 479,180 31,618 510,799 － 510,799

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高
11,681 1,323 13,005 △13,005 －

計 490,861 32,942 523,804△13,005 510,799

営業費用 487,190 32,520 519,711△13,043 506,667

営業利益 3,671 421 4,093 38 4,131

（注）１．国又は地域の区分は、主な国又は地域のそれぞれに属する売上高及び資産の金額がいずれも少額のため、その

他の地域で一括して記載しております。

２．その他の地域に属する主な国又は地域

アメリカ、タイ、シンガポール、マレーシア、中国 
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【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

 アジア その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（百万円） 31,982 6,580 38,563

Ⅱ　連結売上高（百万円） － － 267,564

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 11.95 2.46 14.41

（注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２．各区分に属する主な国又は地域

(1）アジア…………中国、韓国、タイ、シンガポール、マレーシア

(2）その他の地域…アメリカ、オーストラリア

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

当第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

 アジア その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（百万円） 26,476 13,186 39,662

Ⅱ　連結売上高（百万円） － － 175,305

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 15.10 7.52 22.62

（注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２．各区分に属する主な国又は地域

(1）アジア…………中国、韓国、タイ、シンガポール、マレーシア

(2）その他の地域…アメリカ、オーストラリア

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

前第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

 アジア その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（百万円） 109,364 18,663 128,028

Ⅱ　連結売上高（百万円） － － 835,078

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 13.10 2.23 15.33

（注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２．各区分に属する主な国又は地域

(1）アジア…………中国、韓国、タイ、シンガポール、マレーシア

(2）その他の地域…アメリカ、オーストラリア

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

 アジア その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（百万円） 73,487 23,843 97,330

Ⅱ　連結売上高（百万円） － － 510,799

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 14.39 4.67 19.05

（注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２．各区分に属する主な国又は地域

(1）アジア…………中国、韓国、タイ、シンガポール、マレーシア

(2）その他の地域…アメリカ、オーストラリア

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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（有価証券関係）

　前連結会計年度末に比して著しい変動は認められません。 

（デリバティブ取引関係）

　前連結会計年度末に比して著しい変動は認められません。

（ストック・オプション等関係）

　該当事項はありません。

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額     228円 82銭 １株当たり純資産額 212円 34銭

２．１株当たり四半期純利益等

前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純利益 42円 44銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 －　　

１株当たり四半期純利益 18円 59銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 －　　

　（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

四半期純利益（百万円） 3,758 1,646

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 3,758 1,646

普通株式の期中平均株式数（千株） 88,559 88,556

　

前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純利益 9円 42銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 －

１株当たり四半期純利益 8円 74銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 －

　（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

 
前第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

四半期純利益（百万円） 834 774

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 834 774

普通株式の期中平均株式数（千株） 88,557 88,556

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。 

２【その他】

該当事項はありません。 

EDINET提出書類

神鋼商事株式会社(E02522)

四半期報告書

32/35



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年２月10日

神鋼商事株式会社

取締役会　御中

あ ず さ 監 査 法 人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 小　野　　純　司　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 中　島　　久　木　　印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている神鋼商事株式会社

の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、神鋼商事株式会社及び連結子会社の平成20年12月31日現在の財政状態、同

日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年２月12日

神鋼商事株式会社

取締役会　御中

あ ず さ 監 査 法 人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 小　野　　純　司　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 中　島　　久　木　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 石　野　　研　司　　印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている神鋼商事株式会社

の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、神鋼商事株式会社及び連結子会社の平成21年12月31日現在の財政状態、同

日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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